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特別資料５（アンケート結果の推移） 

 

 

問３ 審理内容の理解しやすさの推移 ・・・・・・・・・・・・別紙１ 

問４ 法廷での説明等の分かりやすさ（検察官）の推移 ・・・・別紙２ 

問４ 法廷での説明等の分かりやすさ（弁護人）の推移 ・・・・別紙３ 

問４ 法廷での説明等の分かりやすさ（裁判官）の推移 ・・・・別紙４ 

問５ 法廷での手続全般について理解しにくかった理由の推移 ・別紙５ 

問６，７，１１の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙６ 

 

（注）１ 上記各問の番号は，それぞれ裁判員等経験者に対するアンケート調査結果報

告書（平成２３年度）中の問の番号に対応している。 

   ２ 平成２４年度分は２月末までの数値である。 

 



問３　審理内容の理解しやすさの推移 （別紙１）

審理内容の理解しやすさ（事件全体）

70,9

63,1

59,9

59,9

23,8

28,6

31,1

30,8

7,1

7,3

8,1

4,0

1,2

1,3

1,2

1,6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

理解しやすかった 普通 理解しにくかった 不明

審理内容の理解しやすさ（自白事件）

73,8

67,7

64,5

66,9

22,4

26,6

29,0

27,6 4,6

4,6

5,0

2,8

0,9

1,5

1,2

0,9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

理解しやすかった 普通 理解しにくかった 不明

審理内容の理解しやすさ（否認事件）

58,0

53,9

52,9

50,9

30,1

32,7

34,3

34,9

9,1

12,2

10,9

12,6 1,5

2,8

1,2

1,9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

理解しやすかった 普通 理解しにくかった 不明

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）



問４　法廷での説明等の分かりやすさ（検察官）の推移 （別紙２）

法廷での説明等の分かりやすさ（検察官・事件全体）

80,3

71,7

65,7

61,7

17,8

23,6

28,8

30,6

4,0

6,6

1,2

4,5

0,8

0,6

1,0

1,1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

法廷での説明等の分かりやすさ（検察官・自白事件）

82,4

72,8

67,9

64,3

16,1

22,8

27,2

29,6 5,2

0,5

3,8

3,9

0,9

0,7

0,9

0,8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

法廷での説明等の分かりやすさ（検察官・否認事件）

70,6

69,6

62,4

58,3

25,2

25,3

31,3

31,8

4,2

4,5

5,3

8,3

0,0

0,6

1,0

1,5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）



問４　法廷での説明等の分かりやすさ（弁護人）の推移 （別紙３）

法廷での説明等の分かりやすさ（弁護人・事件全体）

49,8

40,4

38,1

35,6

37,8

41,7

43,5

45,2

16,9

18,0

11,1

17,2

1,3

1,0

1,1

1,2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

法廷での説明等の分かりやすさ（弁護人・自白事件）

52,7

45,7

44,1

44,1

35,9

41,1

42,3

42,3 12,5

10,0

12,1

12,5

1,4

1,0

1,1

1,1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

法廷での説明等の分かりやすさ（弁護人・否認事件）

37,1

30,0

28,9

24,8

46,2

42,8

45,4

48,9

16,1

26,2

24,4

25,0

0,7

1,0

1,3

1,4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）



問４　法廷での説明等の分かりやすさ（裁判官）の推移 （別紙４）

法廷での説明等の分かりやすさ（裁判官・事件全体）

90,7

88,6

86,9

86,3

7,4

10,3

11,5

12,1

0,6

0,5

0,6

0,7

1,3

0,7

1,0

1,0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

法廷での説明等の分かりやすさ（裁判官・自白事件）

91,5

88,7

87,4

87,8

6,6

10,2

10,9

10,6

0,5

0,4

0,7

0,5

1,4

0,7

1,0

1,1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

法廷での説明等の分かりやすさ（裁判官・否認事件）

86,7

88,3

86,0

84,3

11,2

10,6

12,6

13,9

1,4

0,6

0,4

0,9

0,7

0,5

1,0

0,9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

分かりやすかった 普通 分かりにくかった 不明

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）



（別紙５）

法廷での手続全般について理解しにくかった理由（理由別）

※１　複数回答可
※２　「調書の朗読が長かった」という項目については，平成２４年１月より聴取を開始したものである。　

問５　法廷での手続全般について理解しにくかった理由の推移

11,5

0,0

2,0

13,2

3,7

23,7

15,0

0,0

4,3

17,1

4,4

25,0

15,9

0,0

4,9

17,8

4,1

25,3

16,0

10,8

3,1

18,4

2,2

26,1

事件の内容が複雑

調書の朗読が長かった

証拠や証人が多数

法廷で話す内容が分かりにくかった

審理時間が長かった

その他

21年 22年 23年 24年（2月末まで）

（％）

（証人や被告人が）

（21～23年は聴取項目なし）



問６，７，１１の推移 （別紙６）

問６　評議における話しやすさ

77,3

75,6

73,7

20,7

22,1

23,5

83,1 15,6
0,8

1,7

1,6

2,1

0,7

0,4

0,5

0,7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

話しやすい雰囲気 普通 話しにくい雰囲気 不明

問７　評議における議論の充実度

75,8

71,4

71,5

72,1

7,1

7,4

7,8 19,0

5,9 17,3

19,7

20,1

1,2

1,0

1,4

1,5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

十分に議論ができた 不十分であった わからない 不明

問１１　裁判員として裁判に参加した感想

57,0

55,5

55,2

55,4

39,7

39,7

40,3

39,9
2,1

2,2

2,5

1,8

0,9

1,0

0,5

1,0
0,6

0,6

0,4

0,1

1,0

0,8

0,8

0,9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２１年

平成２２年

平成２３年

非常によい経験と感じた よい経験と感じた あまりよい経験と感じなかった よい経験とは感じなかった 特に感じることはなかった 不明

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）

平成２４年
（２月末まで）


